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標題：A New Wave of Water Privatisation in Indonesia 

内容：題名 インドネシアにおける水道事業民営化の新しい波 

  ○2019 年度までにすべての国民が安全な水にアクセスできるとの目標達成の為には

2700 万件の新たな給水管の接続が必要であり、その総費用は US$20.8 百万ﾄﾞﾙである。

政府文書 Public Private Partnerships, Infrastructure Projects Plan in 

Indonesia や大統領令から明らかなように、この国家目標を 2019 年度に達成する為の

特効薬として、インドネシア政府は水道事業の民営化を導入した。 

   

  ○地方の水道事業民営化の状況紹介 

   1.Pasuran；ジャワ東部 Umbulan 水道は Surabaya 等の人口密集地域や工業地帯に

水道水を供給する政府の「旗艦」プロジェクトであり、主に官民パートナーシップ

(PPP)で実施されている（34 百万$ﾄﾞﾙ）。 

   2.Semarang；ジャワ中央部 急速に進行する地盤沈下への対策として水道施設を建

設する。優良な水道事業体が存在するにも拘らず、政府は民間企業を指名した（84

百万$ﾄﾞﾙ） 

   3.Bekasi；ジャワ西部 未だ計画段階であるが、Bekasi 市は民間企業へ発注する可

能性が高い。 

   4.バタム島；民営化企業により運営中。2020 年に契約が更新されるが、引き続き民

営会社と契約するものと思われる。 

   5.Bandar Lampung；2018 年開始のコンセッション（1.06 億$ﾄﾞﾙ）の候補として民間

の 5社を選定。 

      6.南バリ；公共事業相は、民間企業による水道施設建設を約束。 

   7.その他；Pondok Gede(US$25 百万) ,Pekanbaru(US$35.5 百万)、Bantan 原水供給

(US$17 百万) 

     ○水道事業への民営化推進に対する問題点紹介 

   水道の民営化は、50％以下の水道普及率、料金の高騰等の惨めな結果をもたらした。

ジャカルタでは、市民が訴訟を起こし、民営会社との契約の無効化判決獲得したが、

問題点は多く残っている。（インドネシア水道に係る情報収集 No.180601W 参照）
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